
項 ⽬ 内 容

名称 ペパーミント、セイヨウハッカ [英]Peppermint [学名]Mentha×piperita L.

概要 ペパーミントはヨーロッパ原産の多年草で、アジア、北アメリカを始め多くの地域

で栽培されている。⾼さ30〜80 cmで淡紫⾊または⽩

⾊の花をつける。強い芳⾹のあるハーブで、葉を茶や

サラダなどに使⽤する。精油は⾹料として製菓、料

理、リキュールなどに広く使⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

・1990年に⽶国FDAは、有効性の根拠が乏しいとして、消化補助⽬的の⼀般⽤医薬

品としてペパーミント油を販売することを禁⽌した。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・精油 (1.5〜2％) 、メントール (35〜55％) 、メントン (10〜40％) 、フラボノ

イド、フラボノイド配糖体、フェノール類、トリテルペンを含有する (33) (75)



(PMID:11853178) 。他に、タンニン、苦味質、ペクチンなどを含む (29) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 ＜過敏性腸症候群＞

メタ分析

・1997年2⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた⼆重盲検無作為化⽐較

試験5報について検討したメタ分析において、過敏性腸症候群の患者によるペパーミ

ント油の摂取は、症状の評価 (Global Improvement) の改善と関連が認められた

が、さらなる検討が必要である (PMID:9672344) 。

・2018年4⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照

試験12報 (検索条件︓期間≧2週間) について検討したメタ分析において過敏性腸症

候群の成⼈による腸溶性ペパーミントオイルの摂取は、全体的な症状 (7報) 、腹痛

(6報) の改善と関連が認められたが、試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、有

害事象 (8報) のリスクとは関連が認められなかった (PMID:30654773) 。

RCT

・過敏性腸症候群の患者16名 (年齢不明、イギリス) を対象とした⼆重盲検クロス

オーバープラセボ対照試験において、ペパーミント油0.2 mL含有腸溶カプセルを1

〜2個×3回/⽇、3週間摂取させたところ、症状の緩和が認められた

(PMID:389344) 。

・過敏性腸症候群の⼦ども42名 (8〜17歳、試験群21名、アメリカ) を対象とした

⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ペパーミント油0.2 mLまたは0.1  

mL含有の腸溶カプセルを1〜2個×3回/⽇、2週間摂取させたところ、症状の改善度

の増加が認められたが、消化器症状のQOL評価 (GSRS) に影響は認められなかった

(PMID: 11148527) 。

・過敏性腸症候群の成⼈25名 (平均50歳、オーストラリア) を対象とした⼆重盲検

クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、ペパーミント油0.2 mL含有腸

溶カプセルを3個/⽇、4週間摂取させたところ、症状の重篤度に影響は認められな

かった (101) 。

・過敏性腸症候群の成⼈33名 (19〜72歳、イギリス) を対象とした⼆重盲検クロス

オーバー無作為化プラセボ対照試験において、ペパーミント油0.2 mL含有腸溶カプ

セルを2個×3回/⽇、2週間摂取させたところ、⾃覚症状や痛みに影響は認められな

かった (PMID:3527248) 。

・過敏性腸症候群の成⼈29名 (21〜64歳、イギリス) を対象とした⼆重盲検クロス

オーバー無作為化プラセボ対照試験において、ペパーミント油0.2 mL含有腸溶カプ

セルを3〜6個/⽇、2週間摂取させたところ、⾃覚症状の緩和が認められた

(PMID:6397219) 。

・過敏性腸症候群の患者74名 (試験群37名、平均27.0±5.28歳、バングラディシ

ュ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ペパーミント油2  

mL×3回/⽇を6週間摂取させたところ、痛みの評価スコアが低下した

(PMID:23416804) 。
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RCT

・成⼈141名 (試験群70名、平均60歳、イギリス) を対象とした⼆重盲検無作為化

⽐較試験において、バリウムにペパーミント油0.24 mLを添加したところ、痙攣が

抑制された (PMID:7551780) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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